
4⽉第 4週の礼拝説教 
■⽇ 時：2026 年 4 ⽉ 26 ⽇（⽇）10：30〜11：30 復活節第 4 主⽇ 
■説 教： 保科けい⼦牧師 
■聖 書：新約：ヨハネによる福⾳書 13 章 31〜35 節（新約 P195〜196） 
■説教題：「 互いに愛し合うならば 」  
■讃美歌：8 （ ⼼の底より 神に感謝せん、） 

    484（ 主われを愛す、主は強ければ、） 
  

本⽇の聖書箇所は、３１節で「さて、ユダが出て⾏くと、イエスは⾔われた。」と書き出されています。
直前の１３章３０節「ユダはパン切れを受け取ると、すぐ出て⾏った。夜であった。」から繋がっており、
最後の晩餐の⼀場⾯です。何気なく読んでしまうと、単純な情景の描写のように思われるかもしれませ
ん。少し前に戻って、過越祭の前の⽇の主イエスと弟⼦たちの⼣⾷の場で起こった出来事について、確
認しておきましょう。主イエスは⼣⾷の最中に４節から５節に描かれているように、「⾷事の席から⽴ち
上がって上着を脱ぎ、⼿ぬぐいを取って腰にまとわれた。それから、たらいに⽔をくんで弟⼦たちの⾜
を洗い、腰にまとった⼿ぬぐいでふき始められた。」と弟⼦たちの⾜を洗われたのです。そのような特別
な⼣⾷のなかで、主イエスはイスカリオテのユダにパン切れを与えられました。２７節では「ユダがパ
ン切れを受け取ると、サタンが彼の中に⼊った。そこでイエスは、『しようとしていることを、今すぐ、
しなさい』と彼に⾔われた。」と、サタンが⼊ってしまったユダとのやり取りが詳しく記されています。
そして、ユダが出て⾏ったのが、深い闇を象徴するような「夜」であったのです。ヨハネによる福⾳書
の特徴の⼀つは「光と闇との対⽐」が描かれていることである、と⾔われています。そのような観点か
ら読み進めると、本⽇の聖書箇所の３１節「今や、⼈の⼦は栄光を受けた。神も⼈の⼦によって栄光を
お受けになった」という御⾔葉は、直前の３０節で描かれている深い闇と対⽐される究極の光である「栄
光」が描かれているということができるのではないでしょうか。 

 
ところで、既に⼗字架と復活の出来事を福⾳書を読むことによって知っている私たちにとっては、「栄

光を受け」ることは、主イエスの⼗字架と復活によって「光」が指し⽰されるということである、と受
け⽌めることができます。しかし現実には、主イエスはいよいよ⼗字架の死が差し迫って来ている状況
に置かれているのです。３３節では「いましばらく、わたしはあなたがたと共にいる」とお語りになり
ました。それは⾔い換えれば「もうしばらくしか、あなたがたとは⼀緒にいられない」という意味にも
なります。実際のところ、主イエスはこの晩餐の後で捕えられ、翌⽇には⼗字架につけられるのですか
ら、もうほんのわずかしか時はありません。しかしそのわずかな間に、「あなたがたはわたしを捜す」、
しかし「わたしが⾏く所にあなたたちは来ることができない」ということが起るのです。主イエスを捜
すとは、主イエスについて⾏こうとすること、主イエスのおられる所に⾃分も⾏こうとすることを意味
しています。しかし、現実には主イエスについて⾏くことができないのです。いましばらくの間はそう
いう時が続くのです。 

 
先ほどお話ししたことの繰り返しになりますが、ヨハネによる福⾳書の１３章から１７章には、主イ

エスと弟⼦たちとの、いわゆる「最後の晩餐」の様⼦が記されています。主イエスがどのような思いで
この晩餐の席に着かれたのかが、１３章１節に語られていました。「さて、過越祭の前のことである。イ
エスは、この世から⽗のもとへ移る御⾃分の時が来たことを悟り、世にいる弟⼦たちを愛して、この上
なく愛し抜かれた」。つまり⼗字架の死と復活によって、この世を去って⽗なる神のもとに⾏く時がいよ
いよ来たということです。そのことをはっきりと意識しつつ主イエスは弟⼦たちと最後の⼣⾷をとられ
たのです。そこで主イエスが真っ先になさったのは、弟⼦たち⼀⼈ひとりの⾜を洗う、ということでし



た。弟⼦たちをこの上なく愛し抜かれた主イエスのお姿がそこにあります。このことは、主イエスが私
たちの罪を全て背負って⼗字架にかかって死んで下さることによって、私たちの罪を赦し、清めて下さ
るという救いのみ業を象徴的に指し⽰しています。 

 
そして、３４節、３５節で「あなたがたに新しい掟を与える。互いに愛し合いなさい。わたしがあな

たがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。互いに愛し合うならば、それによってあ
なたがたがわたしの弟⼦であることを、皆が知るようになる」と主イエスの後に従っていこうとする私
たちに対する新しい掟を与えてくださいました。主イエスの⼗字架と復活による救いに与ることによっ
て私たちには、新しい⽣き⽅が与えられるのです。それは「互いに愛し合う」という⽣き⽅です。しか
しそれだけなら、「隣⼈を⾃分のように愛しなさい」という掟が既に与えられています。「新しい掟」の
新しさは「わたしがあなたがたを愛したように」というところにあります。それは、主イエスが先⽴っ
て私たちを愛して下さった、つまり私たちをこの上なく愛し抜いて、私たちの罪を全て背負って⼗字架
にかかって死んで下さったという出来事が踏まえられています。ご⾃分の命を与えるほどに私たちを愛
して下さったのです。そのように私たちも互いに愛し合うことが、主イエスの弟⼦に与えられる「新し
い⽣き⽅」なのです。そして、それが「互いに愛し合うならば」と語られている勧めの詳しい内容なの
です。 

 
過⽇４⽉１５⽇に、私たちの⽴川教会で結婚式が挙げられました。その時に読んだ聖書の箇所は、ヨ

ハネの⼿紙⼀４章７節から１２節でした。「7 愛する者たち、互いに愛し合いましょう。愛は神から出る
もので、愛する者は皆、神から⽣まれ、神を知っているからです。8 愛することのない者は神を知りま
せん。神は愛だからです。9 神は、独り⼦を世にお遣わしになりました。その⽅によって、わたしたちが
⽣きるようになるためです。ここに、神の愛がわたしたちの内に⽰されました。10 わたしたちが神を愛
したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけにえとして、御⼦をお遣わしに
なりました。ここに愛があります。11 愛する者たち、神がこのようにわたしたちを愛されたのですから、
わたしたちも互いに愛し合うべきです。12 いまだかつて神を⾒た者はいません。わたしたちが互いに愛
し合うならば、神はわたしたちの内にとどまってくださり、神の愛がわたしたちの内で全うされている
のです。」ここにも「互いに愛し合うならば」という勧めがあります。そこでは、いまだかつて神を⾒た
者はいないのだけれども、私たちが互いに愛し合うならば、そこには、神が私たちの内にとどまってく
ださり、神の愛が私たちの内で全うされているという状況が⽣じている、と具体的に語りかけているの
です。本⽇の聖書箇所ヨハネによる福⾳書１３章３５節「互いに愛し合うならば、それによってあなた
がたがわたしの弟⼦であることを、皆が知るようになる」ということが、どのように実現していくのか
を丁寧に語っていると思います。 

 
何度もお話ししていることですが、私は幼⼦たちに聖書の話をするときに、「愛」という⾔葉や「愛し

合う」という⾔葉の意味を説明するのが本当に難しかったのです。それは幼⼦だけではなく誰に対して
も難しいことかもしれません。そのような私は、ある時から、「愛する」という⾔葉を「⼤事にする」と
⾔い換えることにしました。そうすると、少しだけ気持ちが伝わるような気がしたのです。この後「主
われを愛す」と賛美します。そこでも、「主なる神様が私をいつも⼤事にしてくださっているのだ」と考
えながら歌いますと、私のそばにはいつも主イエスがおられて⽀え導いてくださることが⾒えてくるよ
うに思います。 
 


